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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

地震総合防災訓練
10月5日（土曜日）白馬村地震総合防災訓練が行われました。午前7時30分、一斉地震行動
シェイクアウト訓練から始まり、会場の農業者トレーニングセンターでは、避難所開設訓練、
救助訓練、救護・救命訓練、消火訓練等が実施されました。参加者は各訓練ブースにおいて、消
防署職員や消防団員の説明に熱心に耳を傾けていました。
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平
成
30
年
度 

白
馬
村
の
決
算
状
況

平
成
30
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）
は

7
，4
6
5
万
3
千
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
1
，0
3
3
万
1
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
6
，

4
3
2
万
2
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち
3
，3
0
0
万
円
を
財
政

調
整
基
金
に
積
立
を
行
い
、残
額
の
3
，1
3
2
万
2
千
円
を

令
和
元
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
な
お
、実
質
収
支
か
ら

昨
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
△
4
，

8
9
6
万
円
、単
年
度
収
支
に
財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
等
を

加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
△
2
億
3
，3
2
2
万
8
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要

村
税
は
、固
定
資
産
税
2
，3
2
8
万
7
千
円
減
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比
1
，1
8
5
万
8
千
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。地

方
消
費
税
交
付
金
は
、8
1
8
万
3
千
円
の
増
で

1
億
9
，7
8
1
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。う
ち
社
会
保

障
分
は
7
，3
3
7
万
3
千
円
で
、介
護
保
険
事
業
、住
民

国
保
事
業
、後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、福
祉
医
療
費
給
付
事

業
及
び
保
健
予
防
事
業
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
は
6
6
4
万
8
千
円
の
増
と
な
り
、
特

別
交
付
税
は
5
，0
0
8
万
9
千
円
の
増
で
3
億
8
，

0
0
3
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
は
市
町

村
の
特
殊
事
情
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、平
成
30

年
度
も
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
な
ど
に
よ
り
引
き
続

き
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
1
9
0
万
4
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
国
庫
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、
児
童
手
当
負
担
金

8
，5
9
4
万
3
千
円
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
1
億
2
，

9
9
7
万
7
千
円
な
ど
で
す
。

県
支
出
金
は
1
，0
2
3
万
5
千
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。県
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、国
民
健
康
保
険
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
3
，9
5
1
万
5
千
円
、ジ
ャ
ン
プ
台
管
理
委

託
金
3
，6
2
0
万
円
な
ど
で
す
。
ま
た
、水
力
発
電
施
設

な
ど
の
所
在
市
町
村
へ
の
交
付
金
と
し
て
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
4
4
0
万
円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、当
村
に

お
い
て
は
保
育
所
運
営
経
費
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

一般会計の概要

歳入
70億5,235万2千円

村税
14億7,124万5千円
村税
14億7,124万5千円

個人村民税
3億3,077万4千円
個人村民税
3億3,077万4千円

法人村民税
8,611万3千円
法人村民税
8,611万3千円固定資産税

9億482万2千円
固定資産税
9億482万2千円

軽自動車税
3,205万7千円
軽自動車税
3,205万7千円

たばこ税
7,453万5千円
たばこ税
7,453万5千円

入湯税
4,294万4千円
入湯税
4,294万4千円

地方交付税
19億7,839万円
地方交付税
19億7,839万円

譲与税/各種交付金
2億9,434万6千円
譲与税/各種交付金
2億9,434万6千円分担金及び負担金

6,501万1千円
分担金及び負担金
6,501万1千円

国庫支出金
4億8,719万8千円
国庫支出金
4億8,719万8千円

県支出金
2億6,637万7千円
県支出金
2億6,637万7千円

地方債
12億5,036万5千円
地方債
12億5,036万5千円

諸収入等
12億3,942万円
諸収入等
12億3,942万円

村税内訳

決算収支等
項目 3 0年度（千円）対前年比（％）

歳入 7,052,352 9.3

歳出 6,977,699 12.3

形式収支 74,653

翌年度へ繰り越すべき財源 10,331

実質収支 64,322

単年度収支 △48,960

財政調整基金取り崩し 185,000

実質単年度収支 △233,228
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村
債
は
、
2
億
4
，9
0
1
万
4
千
円
の
増
で
12
億
5
，

0
3
6
万
5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
債
の
主
な
も
の
は
、学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
6
億
1
9
0
万
円
、道
路
新
設

改
良
事
業
債
2
億
2
，1
6
0
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
概
要

目
的
別
歳
出
の
状
況
、性
質
別
歳
出
の
状
況
を
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。

目
的
別
で
増
加
と
な
っ
た
費
目
の
増
加
額
と
要
因
は
、総
務

費
で
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
な
ど
に
よ
り
1
億
4
，1
9
7
万
円

増
加
、観
光
商
工
費
で
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
な
ど
に

よ
り
1
億
5
，7
5
2
万
2
千
円
増
加
、教
育
費
で
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
9
億
3
，3
8
4
万
7
千

円
増
加
で
す
。
一
方
、減
額
と
な
っ
た
費
目
の
減
少
額
と
要

因
は
、民
生
費
で
前
年
度
は
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
な
ど
が

あ
っ
た
た
め
6
，6
8
2
万
9
千
円
減
少
、
衛
生
費
で
広
域

ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
4
億
4
，

8
7
7
万
6
千
円
減
少
、消
防
費
で
前
年
度
は
神
城
断
層
地
震

の
仮
設
住
宅
解
体
に
伴
う
復
旧
工
事
費
な
ど
が
あ
っ
た
た
め

2
，3
9
2
万
4
千
円
減
少
で
す
。

性
質
別
で
見
ま
す
と
、
普
通
建
設
事
業（
投
資
的
経
費
）

は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
7
億
8
，

1
0
6
万
4
千
円
と
大
幅
な
増
額
に
な
り
ま
し
た
。積
立
金
は

ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
に

よ
り
5
，5
1
0
万
9
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
公
債
費

は
神
城
断
層
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
債
の
元
金
償
還
開
始
な

ど
に
よ
り
5
，9
8
7
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

〈
主
な
投
資
的
経
費
〉

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業（
繰
越
含
む
）

8
億
7
，3
9
0
万
2
千
円
、
道
路
改
良
起
債
事
業
1
億
9
，

7
1
4
万
8
千
円
、
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
1
億
2
，

0
5
8
万
8
千
円　
な
ど

〈
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
〉

�

一
般
管
理
事
業　
1
6
7
万
2
千
円
、山
岳
観
光
施
設
維
持

補
修
事
業
5
，9
9
4
万
円
、
村
道
改
良
国
庫
補
助
事
業
1
，

1
0
0
万
円
、学
校
環
境
整
備
事
業
1
億
5
，6
8
2
万
7
千

円
、
現
年
発
生
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
2
5
2
万
2
千

円
、
現
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業（
補
助
）1
，

6
9
3
万
8
千
円

歳出
69億7,769万9千円

総務費
13億5,699万3千円
総務費
13億5,699万3千円

民生費
10億4,511万円
民生費
10億4,511万円

衛生費
5億3,789万8千円
衛生費
5億3,789万8千円

農林業費
1億7,154万6千円
農林業費
1億7,154万6千円

観光商工費
5億6,804万4千円
観光商工費
5億6,804万4千円

議会費
7,376万6千円
議会費
7,376万6千円

土木費
10億4,084万2千円
土木費
10億4,084万2千円

消防費
2億890万9千円
消防費
2億890万9千円

教育費
13億7,151万8千円
教育費
13億7,151万8千円

災害復旧費
2,131万2千円
災害復旧費
2,131万2千円

公債費
5億8,176万1千円
公債費
5億8,176万1千円

（単位：千円 .％）
平成 29年度 平成 30年度
決算額 決算額 構成比 増減率

人件費 917,068 945,647 13.6 3.1
物件費 812,266 905,067 13.0 11.4
維持管理費 359,417 321,291 4.6 △ 10.6
扶助費 330,939 332,293 4.8 0.4
補助費 1,617,449 1,366,456 19.6 △ 15.5
公債費 521,891 581,761 8.3 11.5
積立金 218,195 273,304 3.9 25.3
投資・出資・貸付金 20,000 20,000 0.3 0.0
繰出金 683,602 707,302 10.1 3.5
普通建設事業費 722,202 1,503,266 21.5 108.2
災害復旧費 12,347 21,312 0.3 72.6
計 6,215,376 6,977,699 100.0
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◆国民健康保険事業勘定特別会計
　歳入：１,１２０,８４３千円／歳出：１,０８０,９１９千円
　財政面の運営が市町村から長野県に移行した初年度で
す。そのため歳入では国庫補助金が皆減、県支出金が６２
５,９５２千円の増加となりました。歳出の保険給付費は７０
１,３１７千円で前年度比２,５２２千円の減少となりました。
　生活習慣病の予防や健康維持のため特定健診を受診
いただき、医療費の削減を心がけましょう。

◆後期高齢者医療特別会計
　歳入：８９,６３５千円／歳出：８９,４８３千円
　７５歳以上及び６５歳以上で一定程度の障がいのある
方が加入する制度の会計です。
　制度に加入する方(被保険者)が納付した保険料を、事
業主体(保険者)である長野県後期高齢者医療広域連合に
納付したものが歳出の主なもので、歳入の主なものは被
保険者が納付した保険料です。

◆下水道事業特別会計
　歳入:836,637千円／歳出：823,482千円
　白馬村公共下水道を運営する特別会計です。
　白馬村浄化センターの設備更新を行う長寿命化事業は、汚泥処理
設備・監視制御設備更新工事で163,250千円、監視制御設備実施
設計5,500千円（平成29年度より繰越事業）を支出しました。
　また、令和元年度より公営企業会計に移行するため、3月31日を
もって打ち切り決算を行い、翌年度へ引き継ぎました。
　なお、平成30年度末の地方債残高は4,399,202千円です。

◆農業集落排水事業特別会計
　歳入：3,577千円／歳出：3,567千円
　野平地区の農業集落排水事業を運営する特別会計です。
　維持補修関係及び地方債の償還が主なものです。
　平成30年度末の地方債残高は20,477千円です。

各特別会計の状況

企業会計の決算

白
馬
村
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
に
つ
い
て

※企業会計などの資金不足はありませんでした。

水道事業会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

－
－
－

白馬村
（早期健全化基準）
（財政再生基準）

－
（15.0）
（20.0）

－
（20.0）
（30.0）

9.9
（25.0）
（35.0）

65.4
（350.0）
（－）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

企業会計は、民間企業のように使用料金などの事業収益で運営される会計です。
白馬村では、水道事業がこれにあたります。

会計名
水道事業会計

総収益
312,711千円

総費用
238,045千円

純利益
74,666千円

　

【平成30年度決算に基づく健全化判断比率の公表】
【健全化判断比率】

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、平

成
30
年
度
決
算
数
値
か
ら
算
定
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
公
表
す
る
指
数
の
う
ち
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
各
会
計
で
の
赤
字
、資
金
不
足
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、公
表
す
る
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、9.9
と
数
値
を
算
定
し
始
め
て
以
来
、初
の
増
加

に
転
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。指
数
は
前
２
年
度
の
数
値
を
加
え
て
3
か
年

の
平
均
値
で
算
定
し
ま
す
が
、平
成
30
年
度
単
年
度
で
算
出
し
た
数
値

は
1
1
．3
と
な
っ
て
い
ま
す
。神
城
断
層
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
債
の

元
金
償
還
開
始
と
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
6
5
．4
で
昨
年
度
に
比
較
し
て
29
．2
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。白
馬
村
の
負
担
と
し
て
計
上
す
る
も
の
は一般
会
計
の

公
債
費
、一部
事
務
組
合
の
負
担
金
、公
営
企
業
等
の
負
担
金
、退
職
手
当

負
担
金
と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
比
較
し
村

債
残
高
の
増
加
と
基
金
残
高
の
減
少
を
要
因

と
し
て
、数
値
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
白
馬
村
の
健
全
化
判
断
比
率
は
他
町
村
に

比
較
し
て
高
め
で
す
が
、財
政
的
に
は
問
題

の
な
い
範
囲
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
実
質
公
債
費
比
率
は
、今
後
も
神
城
断
層

地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
債
や
ご
み
処
理

広
域
化
に
伴
う
施
設
建
設
整
備
事
業
債
、学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
な
ど
に
よ
る

償
還
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、引
き

続
き
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【資金不足比率】

（税抜）

お問合せ　白馬村役場　総務課財政係　電話：0261-72-7002

4



令
和
元
年
度
上
半
期
村
長
交
際
費
支
出
内
訳
を
公
表
し
ま
す
。

支出日 摘     要 金額（円）
4 月 10 日 白馬建築業組合定期総会　祝儀 5,000
4 月 10 日 レッヒへのお土産 日本酒 8,730
4 月 14 日 大北建設労働組合白馬地区総会　御祝酒 4,470
4 月 14 日 告別式　香典 10,000
4 月 19 日 大北消防協会第 1 回評議員会・懇親会　会費 6,000
4 月 20 日 松本駐屯地創設六十九周年記念行事　会費 6,000
4 月 21 日 高田駐屯地創設六十九周年記念行事　会費 8,000
4 月 21 日 姫川源流福寿草祭り　御祝酒 4,400
4 月 24 日 函館訪問時手土産 20,000
4 月 28 日 第 24 回白馬五竜かたくり祭り　御祝酒 4,400
4 月 28 日 第 18 回えべ・えべ祭　祝儀 5,000
5 月	 9 日 白馬建設業組合通常総会・懇親会　会費 5,000
5 月 12 日 立の間地区　浅間神社お祭り　奉献酒 4,200
5 月 13 日 白馬村林業経営者協会通常総会　御祝酒 4,200
5 月 13 日 第 57 回長野県日中友好協会定期大会・祝賀パーティー　会費 5,000
5 月 14 日 北アルプス日本海広域観光連携会議総会・交流会　会費 10,000
5 月 16 日 白馬山案内人組合総会・懇親会　祝儀 10,000
5 月 30 日 御見舞金 5,000
5 月 30 日 白馬遭対協報告会・懇親会　御祝酒 4,400
6 月	 3 日 北アルプス北部地区　山岳遭難防止対策協会定期総会・懇親会　会費 10,000
6 月	 5 日 白馬食品衛生協会定期総会・懇親会　祝儀 5,000
6 月	 8 日 白馬村護国神社例大祭　奉献酒 4,400
6 月	 8 日 長野県知事と蔡奇書記の会見・副知事と蔡奇書記の昼食懇親会　会費 14,000
6 月	 8 日 長野県知事と蔡奇書記の会見・懇談時　お土産　日本酒 1,728
6 月 22 日 木流笠地蔵祭り　御祝酒 4,200
6 月 24 日 朝日町・白馬村議会議員連絡協議会総会・懇親会　会費 10,000
6 月 24 日 朝日町・白馬村議会議員連絡協議会総会　御祝酒 4,200
6 月 25 日 北アルプス日中友好協会総会・懇親会　会費 3,000
6 月 28 日 スノーリゾート受入観光地協議会総会・懇親会　会費 6,000
7 月	 2 日 2019 原水爆禁止国民平和大行進　激励金 5,000
7 月 17 日 長野県治水砂防協会姫川支部定期総会・歓送迎会 会費 5,000
7 月 23 日 中国体育総局長　来村時手土産　日本酒 1,555
7 月 23 日 中国体育総局長　歓迎昼食会　会費 10,000
7 月 25 日 反核平和の火リレー　激励金 5,000
8 月	 1 日 第 3 回 NAGANO 国際音楽祭 in 白馬　懇親会　会費 8,000
8 月	 1 日 北ア圏域建設部長・県議との懇談会時手土産 3,456
8 月	 2 日 長野県治水砂防協会　第 81 回通常総会・懇談会　会費 5,300
8 月	 6 日 告別式　香典 10,000
8 月	 8 日 「JR　SnowResort2019-20」造成担当者向け現地視察会　会費 7,000
8 月	 8 日 告別式　香典 10,000
8 月	 9 日 告別式　生花 7,500
8 月 15 日 レッヒ村代表団歓迎会　会費 6,000
8 月 16 日 レッヒ村代表団さよならパーティー　会費 12,000
8 月 28 日 夏山常駐パトロール隊夏山反省検討会兼慰労懇親会　会費 4,500
8 月 31 日 告別式　香典 10,000
8 月 31 日 告別式　生花 7,500
9 月	 1 日 長野県母親大会　協賛金 5,000
9 月	 5 日 オーブス創立 30 周年式典　御祝酒 4,400
9 月 16 日 白馬メディア「敬老おたっしゃ会」祝儀 5,000
9 月 19 日 白馬村索道事業者協議会総会・懇親会　会費　 20,000
9 月 20 日 青鬼神社祭典　奉献酒 4,400
9 月 30 日 白馬五竜そば祭り　御祝酒 4,400

交
際
費
と
は
、地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
歳
出
予
算
区
分
の
ひ
と
つ
で
、村
政
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、村
長
が
村
を
代
表
し
て
外
部
と
交
際
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
で
す
。

公
表
す
る
内
容
は
、支
出
日
・
摘
要
・
金
額
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
個
人
氏
名
の
公
開
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002
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シ
リ
ー
ズ
　
白
馬
村
景
観
計
画
　
第
5
回

あ
な
た
も
　
わ
た
し
も
　
白
馬
の
景
色

村
で
は
、景
観
行
政
団
体
移
行
を
目
指
し
、景
観
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
計

画
策
定
期
間
は
平
成
30
年
度
～
令
和
元
年
度
で
、令
和
２
年
度
に
移
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
６
月
広
報
よ
り
計
画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

白
馬
村
景
観
計
画（
中
間
報
告
）第
３
章
で
は
、空
間
領
域
と
立
体
的
な
視
線
・
視

点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

第
３
章

−−−

白
馬
村
の
景
観

−    
空
間
領
域
と
立
体
的
な
視
線
・
視
点

−−−

景
観
形
成
の
重
要
な
要
素
で
あ
る「
自
然
環
境
」「
生
活
文
化
」「
観
光
産
業
」「
交
通
」な

ど
、ソ
フ
ト
の
景
観
形
成
要
因
に
対
し
て
、ハ
ー
ド
・
空
間
の
景
観
形
成
要
因
と
な
る
、空

間
領
域
の
特
質
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、標
高
差
に
よ
る
立
体
的
視
線
・
視
点
が
加
わ

る
こ
と
で
、特
徴
あ
る
景
観
形
成
の
舞
台
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

１ 

面
的
な
拡
が
り
を
持
つ
空
間
領
域（
ビ
ス
タ
／
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

２ 

軸
的
な
奥
行
を
持
つ
空
間
領
域（
コ
リ
ド
ー
ル
／
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
）

３ 

囲
ま
れ
感
の
あ
る
空
間
領
域（
ノ
ー
ド
／
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）

４ 

点
の
空
間
領
域（
ス
ポ
ッ
ト
／
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）

５ 

特
徴
的
な
視
線
・
視
点

---
視
点
場
・
景
観
軸
の
構
成

---

■
空
間
領
域

山
岳
地
・
山
地
・
山
麓
・
平
地
が
存
在
す
る
白
馬
村
の
空
間
に
は
、様
々
な
性
格
の
空
間

が
展
開
し
て
い
ま
す
。

拡
が
り
を
持
っ
た
平
坦
地
の
様
に
面
的
拡
が
り
を
感
じ
る
空
間
。
山
か
ら
流
れ
出
す
河

川
や
道
路
に
沿
っ
た
軸
線
の
奥
行
を
持
っ
た
空
間
。
林
間
の
別
荘
地
、山
間
地
の
集
落
な

ど
山
や
木
立
に
囲
ま
れ
た
感
じ
の
空
間
。
神
社
や
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
な
ど
の
特
徴
を
持
っ

た
景
観
ス
ポ
ッ
ト
。
こ
れ
ら
主
に
４
つ
の
特
徴
に
類
型
化
さ
れ
る
空
間
領
域
が
存
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
異
な
っ
た
景
観
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002

詳細は、白馬村行政ホームページをご覧ください。 白馬村景観計画 検 索

面的拡がりの空間
（展望＝ビスタ）

点の空間領域
（拠点＝ランドマーク）

軸線の奥行がある空間
（廊下＝コリドール）

特徴的な視線・視点
（視点場＝ビューポイント）

まとまり囲まれた感じの空間
（集中点＝ノード）
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第５回白馬村景観計画調査・ワークショップを開催しました
令和元年

　芝浦工業大学の協力
を得て前回の追加調査、
建物環境、写真調査を
しました。
　移動には観光局の協
力を得て電動自転車を
利用しました。

　前日に引き続
き、村内の各地
区電動自転車で
調査しました。
　参加した学生
の一部は移住体
験の一環として
東山の白沢にあ
る登山道整備を
行いました。登
山道の草刈りをはじめ、倒木を取り除いたり、獣除けとして白馬
村の間伐材を利用した鳴子を設置しました。協力いただいた村内
関係者（猟友会・林業関係・トレラン関係・NPO 等）から昔の
暮らしや集落の様子を聞くことで、村への関心を高めていました。

　学生たちは移住体験の一環として薪づくりを
行い、薪割り機の操作や斧による薪割りなど、
都会では体験できない作業に興味津々でした。

　夕方から和田野区で開催
されたワークショップでは
学生を含めた 30 名の参加
者とともに活発な意見交換
が繰り広げられました。
　景観計画策定に向けて 4
つのテーマ（水・土・緑・雪）
から村民が自主的に取り組
める環境整備とその仕組みについて話し合いました。水辺の環境
整備、道路脇の草刈り、山林の整備や除雪の相互扶助など各テー
マにおいて掘り下げる意見が多数出され、景観意識の高まりを実
感できました。

■主な意見
・村の印象を決める白馬村への出入り口（村
境や山々が最初に見える場所）の除草

・手入れ不足の針葉樹林を広葉樹林へ転換す
る（材の生産から紅葉の観光へシフト）

・地区による雪捨て場の確保
・村外の土地所有者に対する土地家屋の維持
管理への理解が必要

・用水路を利用した水力発電、屋根上ソーラー
等をはじめとした自然エネルギー利活用

・建ぺい率、容積率の条例への盛り込み
・村有地の積極的管理

お問合せ　　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002　　
                  FAX：0261-72-7001　e-mail　somu@vill.hakuba.lg.jp

9月29日

9月30日

令和元年度地域発元気づくり支援金を活用しています
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     士
業（
弁
護
士
、税
理
士
、行
政
書
士
、司
法
書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、社
会
保
険
労
務

士
）に
よ
る
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

６
の
士
業
が
そ
ろ
う
、と
て
も
便
利
な
無
料
相
談
会
で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…

	

令
和
元
年
11
月
16
日
（
土
曜
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
…�

	

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階
会
議
室
（
大
町
市
大
町
1
1
2
9
（
東
町
）
）

■
相
談
内
容
…�

	
�

税
金
、
各
種
許
可
申
請
、
各
種
登
記
、
相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、
労
務
関
係
、

年
金
な
ど

■
問
合
せ
先
…

	

関
東
信
越
税
理
士
会
大
町
支
部　
支
部
長　
北
村　
友
一

	

T
E
L 

0
2
6
1

－

2
2

－

0
6
8
1

　

	

F
A
X 

0
2
6
1

－

2
2

－

0
6
8
3

地
域
事
業
者
の
皆
様
へ

「
白
馬
村
く
ら
し
の
便
利
帳
」へ
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す

大
北
地
域
　
士
業
合
同
無
料
相
談
会

村
で
は
、平
成
28
年
に
村
内
全
世
帯
に
配
布
し
た「
く
ら
し
の

便
利
帳
」を
改
訂
し
ま
す
。
便
利
帳
に
は
、役
場
の
各
種
手
続
き

や
日
常
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
、地
域
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

掲
載
し
て
お
り
、株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
村
が
官
民
協
働
で

発
行
し
ま
す
。
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
広
告
主
を
募
集
し
、

そ
の
広
告
費
で
作
成
・
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、行
政
の
財
政
負

担
を
伴
わ
ず
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、広
告
募
集
の
た
め
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
が
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
配
布
は
、来
年
2
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

入
札
結
果

入 札 日 令和元年9月13日

工 事 名 令和元年度　交付金
橋梁点検業務委託

工 事
箇 所 白馬村字　村内一円　１８橋

落 札 者（株）アンドー　大町営業所

落 札
決 定 額 6,710,000円

入 札 者

新日本設計（株）　大町営業所

（株）長野技研 大町営業所

（株）タイヨーエンジニヤ 
大町営業所

（株）フジテック 大町営業所

（株）フジ技研 大町営業所

（株）アンドー 大町営業所

（株）中央工研 大町事務所

   	 広告に関するお問合せ	 株式会社サイネックス　長野支店	 電話：026-267-7133
	 白馬村「くらしの便利帳」に関するお問合せ	 白馬村役場　総務課企画調整係	 電話：0261-72-7002

発 行
令和 2 年 2 月

（予定）

規 格
A4 版フルカラー

頁 数
56 ページ
（予定）

部 数
4,400 部
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第
２
回
目
は
、白
馬
村
で
も
最
南
端
に

位
置
し
、私
の
住
む「
内
山
区
」で
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
が
で
き
た

こ
と
で
、ご
存
知
の
方
が
増
え
た
様
で
す

が
、そ
れ
ま
で
は「
知
ら
な
い
」と
か「
行
っ

た
事
が
な
い
」と
い
う
人
が
多
く
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

昔
は
、ど
の
地
区
で
も
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う「
数
珠
廻
し
」を
毎
年
８
月
17
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。
山
の
神
・
大
姥
様
の

祭
礼
後
、
皆
の
無
病
息
災
を
祈
り
、
念
仏

を
唱
え
な
が
ら
長
い
数
珠
を
廻
し
、終
了

後
に
は
供
え
て
い
た
お
神
酒
と
お
団
子（
役

員
の
手
作
り
）を
頂
き
ま
す
。
今
で
は
、村

内
で
も
内
山
と
野
平
の
２
地
区
の
み
の
よ

う
で
す
の
で
、続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
は
、移
住
体
験
の
一
環
と
し
て
都

内
の
大
学
生
が
参
加
し
、囲
炉
裏
の
あ
る

古
民
家
風
民
宿
で
ジ
ビ
エ
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
体

験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、26
年
前
の
平
成
5
年
に
区
内
の

親
睦
と
連
帯
を
図
り
、地
区
の
発
展
の
為

に
有
志
が
集
ま
り
、区
と
は
別
に
21
会
と

い
う
組
織
を
作
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
ホ

タ
ル
の
保
護
・
育
成
を
行
い
毎
年「
ホ
タ
ル

観
察
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、通

常
は
区
で
行
う
新
年
会
や
花
見
会
・
納
涼

祭
も
21
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
月
に
一

度
定
例
会
を
開
き
、各
行
事
や
色
々
な
課

題
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
す
る
事
で
、

よ
り
親
睦
が
深
ま
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

（
勿
論
、
会
議
終
了
後
は
お
楽
し
み
が

待
っ
て
い
ま
す
！
）

何
か
新
し
い
取
り
組
み
を
し
た
い
と

思
っ
て
も
、区
全
体
の
総
意
を
取
り
付
け

る
こ
と
は
、な
か
な
か
難
し
い
の
で
、こ

う
い
う
有
志
に
よ
る
活
動
も
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

お問合せ　白馬村役場　総務課集落支援員　内山区長　渡邉　宏　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村観光局　電話：0261-72-7100

観
光
局
の
お
し
ご
と

シ
リ
ー
ズ
　
各
地
区
の
ご
紹
介 

第
2
回

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
白
馬
村
観
光

局
事
務
局
長
・
福
島
洋
次
郎
で
す
。
今
月
号

よ
り
隔
月
で
、白
馬
村
観
光
局
の
お
仕
事

や
観
光
に
関
す
る
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、記
念
す
べ
き
初
回
は
1
枚
の
画

像
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、情
報
に
ま
つ
わ

る
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

結
構
有
名
な
比
較
画
像
な
の
で
ご
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
は

ロ
ー
マ
法
王
の
い
る
バ
チ
カ
ン
で
の
式
典

の
写
真
で
す
。
上
は
2
0
0
5
年
、
下
は

2
0
1
3
年
の
も
の
。
i
P
h
o
n
e
が

発
売
さ
れ
た
の
が
2
0
0
7
年
な
の
で
、

そ
の
前
後
で
世
界
が
い
か
に
変
わ
っ
た
の

か
が
よ
く
分
か
り
ま
す
ね
。

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、2
0
1
9
年
2

月
時
点
で
の
日
本
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

利
用
率
は
8
5
．
1
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
値
か
ら
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が

P
C
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
を
検
索

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
が
読
み
取
れ
ま
す
。

白
馬
村
観
光
局
が
発
行
し
て
い
る「
ブ

ラ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」と
呼
ば
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
年
2
回
発
行
し
て
、発
行
部
数
は
合

計
10
万
部
弱
で
す
が
、公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
の
個
別
訪
問
者
数
は
昨
年
度
だ
け
で

も
56
万
7
千
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
受
動
的
に
手
渡
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
場
合

は
ほ
と
ん
ど
が
能
動
的
に
訪
問
さ
れ
る
の

で
、実
際
に
白
馬
へ
の
旅
行
を
考
え
て
い

る
、又
は
興
味
を
お
持
ち
の
方
だ
と
想
定

で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
考
え
に
加
え
て
、旅
行
の

計
画
に
あ
た
り
影
響
の
あ
る
情
報
媒
体
で

は
、家
族
や
友
人
の
評
判
と
い
っ
た
口
コ

ミ
と
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
と
も
に
上
位
に

あ
る
こ
と
か
ら
、観
光
局
で
は
2
年
程
前

か
ら
紙
媒
体
へ
の
広
告
掲
載
を
見
直
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
媒
介
と
し
た「
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」へ
と
移
行
し
て

い
ま
す
。

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
常
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
し
、ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア

等
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

数珠廻し

ジビエBBQ
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お問合せ　大町税務署　電話：0261-22-0410
自動音声案内の「２」をお選びください。税務署の担当部署におつなぎします。

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002
ケーブルテレビ白馬　指定管理者　( 株 ) エーアイシーコミュ二ケーションズ　電話：0261-85-0074

　
給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整
説
明
会
を
左
記
の
日
程
等
に
よ
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、説
明
会
で
は「
年
末
調
整
の
し
か
た
」や「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
出
席
の
際
に
は
お
持
ち
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、年
末
調
整
関
係
用
紙
及
び
法
定
調
書
の
用
紙
が
不
足
す
る
場

合
に
は
、説
明
会
会
場
で
配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、会
場
に
て
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

　
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
消

費
税
が
10
％
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。村
で
は
指
定
管
理
者
で
あ

る（
株
）エ
ー
ア
イ
シ
ー
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
協
議
の
う

え
、公
共
的
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

と
し
て
の
福
祉
的
側
面
を
考
慮

し
、当
面
の
間
、利
用
料
金
月
額

１
，６
４
５
円（
税
込
）を
、据
置

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、事
業
運
営
上
、料
金
改

定
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
白
馬
」

利
用
料
金
据
置
の
お
知
ら
せ

開催日 開催時間 開催場所 対象地域
（者）

11月18日
(月曜日)

13：30
～15：30

白馬村役場 
201･202会議室
白馬村北城 7025

白馬村・
小谷村

11月20日
(水曜日)

13：30
～15：30

サンアルプス大町
２階大会議室

大町市大町 1601-2
大町市

■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　

�

表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付
場
所
で
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場税務課　電話：0261-85-0712　
住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

納期限及び口座振替日

10
25金

村・県民
税

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料

上下
水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯ ◯
現金払
（コンビニエンスストア） − − − ◯

口座振替 ◯ ◯ ◯ ◯
クレジットカード
インターネット決済 ◯ ◯ − −

10
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

 　
村
・
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
期

　

 

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　
　
第
５
期

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　
　
第
３
期

　

 

上
下
水
道
料
金　
　
　
　
　
10
月
請
求
分

※�都合により、指定された会場（日時）に出席できない場合には、他の会場（日時）
に出席することができます。

※�上記の会場では、年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明
会も併せて開催しておりますので、是非ご参加ください。
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令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
、松
川
端
粗
大
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
集
積
場
に
お
け
る
、粗
大
ご
み
等
の
処
理
料
金
が
、買
取
相
場
の
変
動
や
消
費
税
率
の
改
定
に
よ
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

   

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
川
端
粗
大
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
集
積
場
に
お
け
る
粗
大
ご
み
等
処
理
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：0261-85-0715

 下記の料金は、あくまでも参考価格です。
粗大ごみ品目 料　金

金属以外の複合素材が付着していないものに限る
アルミサッシ、アルミホイール、ハウス用パイプ、脚立、はしご、スチールチェーン、灯油タンク、スチー
ルホイール

無　料

保温ポット、座布団、長座布団、スコップ、桶、樽、バケツ、ポリタンク（20ℓ以下）、衣装箱、タイヤ（一
輪車・自転車）ラケット、アイロン、消火器（中身が入っていないもの）、電気カミソリ、バッテリー、
カメラ、ゴルフクラブ、その他類似の小物類

500円

椅子、一輪車（遊具・運搬用）、加湿器、ガスコンロ、換気扇、掃除機、米びつ、こたつ板、照明器具、食器
乾燥機、炊飯器、洗浄便座、扇風機、電話機、トースター、ファンヒーター、電気ポット、ベビーチェア、
ホットプレート、マッサージ器、ミキサージューサー、ミシン（卓上型）、物干し竿、湯沸かし器、ラジ
カセ、ストーブ

700円

カーペット、こたつ、座椅子（1人用）、自転車、じゅうたん、スーツケース、スキー板、スキー靴、スノー
ボード板、スノーボード靴、スノーダンプ、スピーカー、畳（1畳未満）、机・テーブル（長辺90cmまで）、
タンス棚類（高さと幅の合計200cmまで）、電気毛布（敷布）、電子レンジ、布団、ウレタンマットレス、
ビデオデッキ（DVD・ＣＤなど）、ベビーカー、よしず、プリンター、レジスター

1,000円

ガラス、陶磁器、焼却灰（豆炭・練炭・薪の灰に限る、袋30ℓ程度） 1,200円
オートバイ、車椅子、ソファー（1人用スプリング入り）、食器洗い機、ステレオセット（卓上型）、洗
面化粧台、畳（1畳）、タンス、棚類（高さと幅の合計350cmまで）、机（長辺90cm超）、電気カーペッ
ト、流し台、ベッド（マットレスは別途）、パソコン（ブラウン管は別途）、ブラウン管式ディスプレイ、
ミシン（足踏み式）、ワープロ、磁気布団（マットレス）

1,900円

スプリングマットレス（セミダブル）、小型農機具（管理機・耕運機・田植機・バインダー等） 2,900円
オルガン、電子ピアノ、マッサージチェア、ソファー（スプリング入り、2人掛け以上）、給湯器（貯湯
式）、スプリングマットレス（ダブル）、電動シニアカー、電動車椅子、介護用電動ベッド、耐火金庫（家
庭用卓上型）

5,000円

木くず・生木（1㎥当たり） 5,500円

廃プラスチック類・マルチ（1㎥当たり） 8,600円

混合廃棄物（1㎥当たり） 8,600円

ホイル無しタイヤ
 普通車まで 350円
 中型車用 1,500円

ホイル付きタイヤ
 普通車まで 400円
 中型車用 2,100円

※ 今年度より、粗大ごみ処理業務は業者直営になりました。
※ 今年度より、小型家電製品など金属以外の複合素材が付着している金属類は、買取相場の下落等により有料になっています。
※ 上記以外の品目については、同種・類似品の料金が適用されます。
※ 上記は、1個・1台・1本・1足・1枚の料金です。
※ 持込み時に種類ごと分けられていない場合は、混合廃棄物の料金となります。
※ 小型家電（小型で電気や電池を使う器具）は、白馬山麓清掃センターで無料回収しています。

テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、エアコンは、家電リサイクル法により排出者がリサイクル料金を負担することが定め
られています。
　※リサイクル料金は、製造メーカーにより金額が異なります。

業務用の冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機は、「フロン回収破壊法」により、フロンガスの回収・破壊が義務付けられ、上記の料金が
必要です。
　※フロンガス充填量が3kg以上は直接廃棄物処理業者にご相談ください。

 家電リサイクル法等対象機器の処理料金について
家電４品目 料　金 内　訳

リサイクル料 運搬保管料
テレビ（全種類、15型以下） 4,070円 1,870円 2,200円
テレビ（全種類、16型以上） 5,170円 2,970円 2,200円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積170リットル以下） 5,940円 3,740円 2,200円
冷蔵庫・冷凍庫（内容積171リットル以上） 6,930円 4,730円 2,200円
洗濯機・衣類乾燥機 4,840円 2,640円 2,200円
エアコン 3,190円 990円 2,200円

品　目 フロンガス充填量 処理料金
業務用冷蔵庫・冷凍庫、空調機、自動販売機 3kg未満 11,000円
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～
ガ
ラ
ス
び
ん
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す

ガ
ラ
ス
び
ん
の
中
に
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
・
金
属
類
な
ど
の
不
燃
物
を

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
～

　
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、リ
サ
イ
ク
ル
物
と
し
て
回
収
し
、新
し
い
ガ
ラ
ス
び
ん
を
作
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、分
け
方
・
出
し
方
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、異
物
が
混
入

す
る
こ
と
等
が
原
因
で
、リ
サ
イ
ク
ル
し
て
新
し
く
作
る
ガ
ラ
ス
び
ん
の
強
度
や
品
質

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、再
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
び
ん
を
出
す
場
合
は
左
記
を
守
っ
て
い
た
だ
き
分
別
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

①�

金
属
付
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
カ
バ
ー
を
外
す
※
紙
製
の
ラ
ベ
ル
は
つ
い
た
ま
ま
で

Ｏ
Ｋ
。ア
ル
ミ
・
金
属
が
付
着
し
て
い
る
場
合
は
必
ず
外
す

②
中
を
洗
う（
水
気
を
切
る
）

③�

無
色（
透
明
）、茶
色
、そ
の
他
に
分
け
る
※
乳
白
色
の
び
ん
、汚
れ
の
落
ち
な
い
び
ん
、

割
れ
て
い
る
び
ん
、陶
磁
器
は「
ガ
ラ
ス
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
」と
し
て
出
す

④
地
区
集
積
場	

→
そ
れ
ぞ
れ
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す

　
清
掃
セ
ン
タ
ー	

→
色
別（
3
種
類
）に
設
置
さ
れ
た
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る

　

　
秋
は
、ク
マ
が
こ
れ
か
ら
の
冬
眠
に
備
え
て
、食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。今

年
は
、ク
マ
の
秋
の
餌
と
な
る
木
の
実
が
、並
作
以
下
や
凶
作
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。人
間
活

動
が
活
発
な
里
山
や
集
落
付
近
で
も
ク
マ
の
出
没
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
の
秋
は
ク
マ
の
出
没
に
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、秋
の
山
で
の
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
は
、ク
マ
と
出
遭
わ
な
い
よ
う
、次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◇
朝
夕
は
山
中
に
入
ら
な
い
。

◇�

鈴
、ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携
帯
し
、ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

◇�

子
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る
。（
近
く
に
は
必
ず
母
グ
マ
が
い
ま
す
。）

◇�

キ
ノ
コ
採
り
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。（
足
跡
や
糞
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。）

◇�

カ
キ
、ク
リ
な
ど
の
ク
マ
が
好
む
作
物
を
適
切
に
収
穫
す
る
。

◇�

野
菜
な
ど
の
収
穫
後
は
、未
収
穫
の
も
の
を
畑
に
残
さ
な
い
。

◆�

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、直
ち
に
白
馬
村
役
場
農
政
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
白
馬
村
消
費
者
の
会
で
は
、11
月
8
日
、金
曜
日
に
午
前
8
時
か
ら
午
前
9
時
ま
で
、ウ
イ
ン

グ
21
駐
車
場
に
て
古
紙
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
す
る
も
の
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

�　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
は
が
き
・
名
刺
・
白
地
印
刷
物
・
ま
ー
く
ん
ボ
ッ
ク
ス

　
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
い
く
つ
か
注
意
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、カ
レ
ン
ダ
ー
、白
地
印
刷
物
に
つ
い
て
は
5
キ
ロ
く
ら
い
で
一
束
に
し
て
い
た
だ
き
、

は
が
き
・
名
刺
に
つ
い
て
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
紙
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
糊
付
け
さ
れ
た
も
の
、ホ
チ
キ
ス
止
め
さ
れ
た
も
の
の
回
収
に
な
り
ま
す
。

●�

カ
レ
ン
ダ
ー
は
金
具
の
部
分
を
取
り
除
い
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
束
ね
る
際
は
紙
ひ
も
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
回
収
と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、各
地
区
の
ご
み
収
集
場
に
置
か
な
い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、消
費
者
の
会
の
古
紙
回
収
の
活
動
は
今
回
で
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。長

い
間
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
熊
に
注
意
！

白
馬
村
消
費
者
の
会
　
11
月
8
日
の
古
紙
回
収
に
つ
い
てお問合せ・目撃情報　白馬村役場農政課　

電話：0261-85-0766
お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　

電話：0261-72-7002

ご
み
の
出
し
方
（
ガ
ラ
ス
び
ん
）

割れびん

割れびん

乳白色

乳白色

陶磁器

陶磁器

紫

紫

緑

緑

無

無
無

無

茶

茶
茶

茶

ガラスびん（その他） ガラスびん（無色）

ガラスくず・陶磁器くずガラスびん（茶色）

   お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：0261-85-0715

12
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県営北城南部地区ほ場整備事業がはじまります

この地域は、ほ場の区画が狭小かつ不整形であり、併せてほ場への進入路や農道も整備されておりません。営
農状況も農業法人などの担い手にシフトしてきている中で、大型農業機械での作業（導入）に支障をきたしてお
り、耕作放棄地も目立つようになってきました。
このような状況を打開するために、ほ場の区画整理や農道、水路の改修を行い、耕作放棄地の解消や、担い手
への農地集積・集約を図ることで、持続可能な力強い農業を目指すための事業です。

事業内容
【令和元年度】
1）�道水路計画・換地割込み承認
▶��実行委員会役員会において作成した換地割込み原
案を地権者の皆様にご確認いただいております。

2）説明会の開催
▶��9月12日に近隣住民説明会を行いました。道水路
の設計に対して、出席者の皆様から前向きな意見
をいただきました。

3）工事発注
▶��全体工事エリアを4工区に区切って各年度ごとに発
注を行います。

　��第1工区は11月に発注となる予定です（下記エリ
ア図の一番濃い部分）

　��発注後落札業者による起工測量実施　　

【令和2年度】
1）�現地での面整備工事　第1工区開始

お問合せ　白馬村役場　農政課土地改良係　電話：0261-85-0766

【北城南部地区ほ場整備事業とは】

全体計画 年度ごとの事業内容

事業内容 工期 事業費 H30 R1 R2 R3 R4 R5

受益面積　A=41ha
ほ場面積　A=41ha

H30

～

R 5
9 億 4,000 万円

換地・設計 1 式
測量　1 式 換地・設計 1 式 換地　1 式 換地 1 式 換地　1 式

確定測量 1 式
換地　1 式

確定測量１式

第 1 工区工事 第 2 工区工事 第 3・4 工区工事 舗装工事　他

40.8ha

整 地 工 A=40.8ha

用水路工 L=6,795m

排水路工 L=3,090m

道 路 工 L=5,368m

940,000千円

－

長野県

関連事業

事業主体

事 　 業 　 概 　 要

受益面積

主
要
工
事

事 業 費

注）受益面積、事業範囲、計画等は今後変更することがあります

第1工区

第3工区

第4工区

第2工区

白馬幼稚園

オリン
ピック

道路

塩の道 塩の道

はく�10月.indd   13 H31/10/11   12:54
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

着
任
あ
い
さ
つ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

は
じ
め
ま
し
て
。
８
月
よ
り
白
馬
村
観
光
局
に
着

任
致
し
ま
し
た
清
宮
萌
（
き
よ
み
や
も
え
）
と
申
し

ま
す
。

神
奈
川
県
横
浜
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
卒
業
後

は
障
害
者
福
祉
に
５
年
ほ
ど
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
冬
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ

る
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
好
き
で
、
い
つ
か
白
馬

の
大
自
然
の
中
で
沢
山
の
経
験
を
し
た
い
と
長
年
憧

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
日
本
人
外
国
人
問
わ
ず
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
現
状
で
、
更
な
る
白
馬
村
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
に
興
味
を
持
ち
、
自
分
に
も
何
か
貢
献
出
来
る
こ

と
は
無
い
か
と
思
い
、
仕
事
を
辞
め
て
移
住
を
し
ま

し
た
。

観
光
の
仕
事
は
初
め
て
で
す
が
、
県
外
移
住
者
目

線
で
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
よ
り
深

く
地
域
を
知
り
、
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
国
内
外
に

情
報
発
信
が
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
自
分
自
身
も
よ
り
一
層
成
長
出
来
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。
隊
員
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、
村
民
の

皆
様
に
周
知
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
　
移
住
・
定
住
担
当
　
大
石

初
旬
に
名
古
屋
移
住
交
流
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
移
住
推
進

員
視
察
対
応
。
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
を
中
心
に
村
内
を
案
内

し
、
移
住
に
つ
な
が
る
よ
う
な
訪
問
者
を
増
や
す
べ
く
様
々

な
提
案
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
平
川
神
社
、
青
鬼
地
区

の
お
祭
り
の
手
伝
い
を
し
、
村
へ
の
理
解
を
日
々
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
E
V
試
乗
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
補
助
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

白
馬
村
観
光
局
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　
清
宮

名
古
屋
・
大
阪
に
て
長
野
県
旅
行
商
品
造
成
商

談
会
、
東
京
に
て
J
N
T
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
を
し
国
内
・
国
外
の
観

光
資
源
の
情
報
収
集
及
び
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
課
　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
　
澤
田

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
依
頼
案
件
と
し
て
、

「
自
転
車
施
策
意
見
書
」
作
成
、
提
出
。
ま
た
、
サ

イ
ク
ル
モ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
2
0
1
9

な
ら
び
に
銀
座
N
A
G
A
N
O�

白
馬
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
P
R
な
ど
の
出
張
業
務
が
あ
り
ま
し

た
。I

n
s
t
a
g
r
a
m
“
H
a
k
u
b
a�

C
y
c
l
e
（
白
馬
サ
イ
ク
ル
）”
で
定
期
発
信
を

し
て
い
ま
す
。

白
馬
高
校
支
援
係
　
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
　
上
山
・
筒
井

白
馬
高
校
生
の
寮
に
務
め
て
い
る
上
山
と
筒
井
で
す
。

9
月
は
、
日
々
の
寮
運
営
に
加
え
、
寮
の
あ
る
地
区
で
の

お
祭
り
に
生
徒
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
神
輿
で
地
域

を
回
っ
た
り
、た
こ
焼
き
を
焼
い
て
販
売
し
た
り
と
、寮
生
・

地
域
の
方
々
と
共
に
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
10
月
に
は

白
馬
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加
、
H
A
K
U
B
A�

d
e�

H
a
l
l
o
w
e
e
n
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

通
し
て
寮
生
と
地
域
の
方
々
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Vol.1

はく�10月.indd   14 H31/10/11   12:54
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PBL 合宿を実施しました
〜地域おこし協力隊活動報告（公営塾しろうま學舎塾長 渡邉）〜

　
今
年
で
、
3
回
目
を
迎
え
た

P
B
L
合
宿
を
8
月
8
日
～
9
日
の

２
日
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
P
B
L

と
は
、「
生
徒
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
、

目
標
を
明
確
に
し
て
、
情
報
を
集
め
、

課
題
を
解
決
す
る
学
習
手
法
」
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
行
事
を
通
し
、

答
え
の
な
い
問
題
に
立
ち
向
か
う
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
信
州
大
学
3
年
生
の
小

山
雄
聖
さ
ん
に
、“
ミ
ル
ミ
ル
「
白
馬

の
魅
力
」
発
見
”
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、企
画
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
、

信
州
大
学
生
、
法
政
大
学
生
、
長
野

県
立
大
学
生
、
白
馬
高
校
生
が
参
加

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
学
の
先
生
方
や
プ
ロ
の
カ
メ
ラ

マ
ン
の
方
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
た
後
、
白
馬
・
小
谷
の
行
っ
た
こ

と
な
い
場
所
や
気
に
な
る
所
に
行
き
、

改
め
て
時
間
を
か
け
て
み
る
こ
と
で
、

白
馬
の
魅
力
を
新
発
見
・
再
発
見
し

ま
し
た
。

　
白
馬
校
生
は
、
大
学
生
と
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

充
実
し
た
2
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
の
後
半
で
、「
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
づ
く
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
堂
々
と
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
実
り
の
多
い
P
B
L

合
宿
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
も
、

ま
た
新
た
な
企
画
で
実
施
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

元
新
聞
記
者

の
藤
代
先
生
か

ら
、
人
が
興
味

を
持
っ
て
読
ん

で
く
れ
る
記
事

の
作
り
方
を
教

わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
読
者

の
読
み
た
そ
う

な
内
容
を
“
忖

度
”
せ
ず
に
、

自
分
が
直
感
的

に
面
白
い
と
思

う
素
材
を
見
つ

け
る
こ
と
で
し

た
。

神
宮
寺

小
谷
村
の
神

宮
寺
で
は
住
職

さ
ん
の
お
話
が

面
白
く
学
生
も

興
味
津
々
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り

も
ま
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な

ら
で
は
の
良
さ

で
し
た
。

2
日
間
か
け
て
見
つ
け
た

地
域
の
魅
力
を
、
高
校
生
が

発
表
し
ま
し
た
。
高
校
生
か

ら
は
「
普
段
足
を
運
ば
な
い

所
に
意
外
な
魅
力
が
あ
っ
た
」

講
師
を
務
め
た
大
人
か
ら
は

「
高
校
生
の
発
表
が
上
手
だ
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

眺
望
の
郷

眺
望
の
郷
で

は
小
谷
の
方
に

説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

人
気
ス
ポ
ッ
ト

と
言
え
ば
西
側

に
偏
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
今
回
の
高

校
生
と
大
学
生

は
東
側
の
魅
力

も
再
発
見
し
た

よ
う
で
し
た
。

P
B
L
合
宿
参
加
者
た
ち

で
す
。
今
回
も
白
馬
高
校
生

は
多
く
の
人
々
か
ら
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
も
、
着
実

に
力
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

い
つ
か
こ
の
力
が
発
揮
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

法政大学　藤代先生によるインプット
“地域の魅力を発信しよう”

学生達のフィールドワーク

各グループによる“地域を作るメディアつくり”
についての発表参加者全員の集合写真

お問合せ　白馬村役場　総務課企画係　電話：0261-72-7002
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16

11
月
19
日
は「
い
い
育
児
の
日
」

大
北
地
方
子
ど
も
会

育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

『
子
育
て
耳
よ
り
情
報
』
№
25

「
い
い
育
児
の
日
」
は
、
家
族
や
家
庭
を
大
切

に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
子
ど
も
の
成
長
と

子
育
て
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運
を
高
め

る
た
め
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
き
っ

か
け
に
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
の
成
長
と

子
育
て
家
庭
を
企

業
や
地
域
で
応
援

し
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

大
北
地
方
子
ど
も
会
育
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
各
市
町
村
の
子
ど
も
会
の

活
動
発
表
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
子

ど
も
会
活
動
の
あ
り
方
を
学
び
合
い

な
が
ら
今
後
の
活
動
の
充
実
を
図
る

催
し
で
、
今
年
で
22
回
目
を
迎
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た

素
顔
に
触
れ
る
機
会
で
す
の
で
、
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
11
月
16
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
午
後
４
時
ま
で

会
場
：
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

内
容

⑴
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

　�

各
市
町
村
子
ど
も
会
代
表
の
皆
さ

ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
事
例

発
表
を
行
い
ま
す
。

⑵�

少
年
の
主
張
長
野
県
大
会
　
優
良

賞
受
賞
作
文
発
表

⑶�

講
演
会
「
ネ
ッ
ト
問
題
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
に
今
私
た
ち

が
す
べ
き
こ
と
―
ネ
ッ
ト
い
じ
め

や
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い

て
考
え
る
」

　�

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
信
州
代
表
・
松
本

市
立
菅
野
中
学
校
長
　
松
島
恒
志
氏

＊
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す（
無
料
）

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

朝
晩
め
っ
き
り
と
涼
し
く
な
り
、
少
し
ず
つ
、
寒
い
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。
今
回
は
、

寒
い
冬
に
向
け
て
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
強
い
身
体
に
す
る
た
め
の
「
薄
着
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
し
ま
す
。

子
ど
も
の
体
調
管
理
に
は
と
て
も
気
を
使
い
ま
す
ね
。「
子
ど
も
は
薄
着
が
よ
い
」

と
聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

１
．
体
温
調
節
機
能
を
育
て
る
。

子
ど
も
が
自
分
自
身
で
、
体
温
を
調
節
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
暖
房
や
冷
房

を
効
か
せ
す
ぎ
る
と
、
外
気
温
に
適
応
す
る
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
は

四
季
が
あ
り
一
年
を
通
し
て
同
じ
温
度
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
気
温
の
変
化
を
し
っ

か
り
と
小
さ
い
時
か
ら
体
験
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
体
温
調
節
に
は
「
汗
を
か
く
こ
と
」
も
大
切
で
す
。
夏
に
エ
ア
コ
ン
を
付
け

ず
に
汗
を
か
か
せ
る
の
は
熱
中
症
の
危
険
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
汗
を
か
く
こ
と

も
大
事
だ
と
心
が
け
て
、
生
活
や
あ
そ
び
の
場
を
考
え
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

２
．
身
体
の
動
き
を
活
発
に
す
る

成
長
面
か
ら
見
て
も
、
活
発
に
動
き
回
れ
る
と
言
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
寒
く
な
る

と
身
体
が
縮
こ
ま
り
、
活
発
な
動
き
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
た
く
さ
ん
着

て
い
る
と
身
体
を
動
か
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
動
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
体
温
は
大
人
よ
り
や
や
高
い
で
す
が
、
活
発
に
動
く
こ
と
に
よ
り
、
体
温

が
上
が
り
汗
を
か
き
、
体
温
調
節
機
能
の
発
達
を
促
し
ま
す
。

子
ど
も
は
な
か
な
か
自
分
か
ら
「
暑
い
」「
寒
い
」
と
言
う
こ
と
が
難
し
く
、
汗
を

か
い
て
も
そ
の
ま
ま
で
、
か
え
っ
て
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
登
園
・
登
校
時
、
ま
た
は
、
親
子
で
屋
外
に
出
か
け
る
時
、
動
き
や
す
い
服
装

を
し
、
気
温
に
よ
っ
て
上
着
等
で
調
節
し
、
着
脱
し
や
す
い
服
装
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。　

　
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
症
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
体
調
を
崩
さ
な
い
た
め
に
も
、　
薄
着
に
加
え
「
た
く
さ

ん
あ
そ
ぶ
・
食
べ
る
・
寝
る
」
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

元
気
に
こ
の
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
回
は
子
育
て
支
援
課
か
ら
で
す
。

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
る
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
1
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通

�

３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
連

絡
者
の
連
絡
内
容

に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お

住
い
の
地
域
の
児

童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。

お問合せ　　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101 

お問合せ　北アルプス地域振興局総務管理課県民生活係　電話：0261-23-6502

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
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白
馬
南
小
学
校 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

�

〈
11
月
30
日
は
人
生
会
議
の
日
で
す
〉

今
月
は
、
白
馬
南
小
学
校
の
５
～
７
月
の
取
組
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　５
月
の
土
曜
授
業
参
観
に
あ
わ
せ
て
、
本
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
運
営
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
運
営
委
員
の
皆
様
を
全
校
児
童
に
紹
介
し
ま

し
た
。
委
員
の
皆
様
に
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
、
学
習
支
援
、

環
境
支
援
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
顔
な
じ
み
の
方
ば
か

り
で
、
地
域
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
も
月
に
１
回
、
て
ぶ
く
ろ
の
会
の
皆
様
（
代
表
：
岩
崎
伸
子
様
）
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
低
学
年
は
紙
芝
居
、
高
学
年
は
朗

読
会
な
ど
、
学
年
に
応
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
影
響
が
あ
っ
て
、
読
書
好
き
な

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

４
年
生
は
、
白
馬
サ
ン
サ
ン
会
の
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
「
食
用
ほ
お
ず
き
」

の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
横
田
愛
子
様
と
篠
﨑
久
美
子
様
に

ご
来
校
い
た
だ
き
、
学
校
畑
で
栽
培
し
て
い
る
「
食
用
ほ
お
ず
き
」
の
苗
の
世
話
の
仕

方
に
つ
い
て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
芽
掻
き
の
仕
方
に
つ
い
て
一
緒

に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
下
旬
か
ら
収
穫
期
を
迎
え
、
子
ど
も
た
ち
は
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
サ
ン
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ほ
お
ず
き
の
調
理
で

ご
指
導
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

今
後
と
も
、
白
馬
南
小
学
校
の
教
育
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
（
い
い
看
取
り
・
看
取
ら
れ
）
は
「
人
生
会
議
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

～
自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
に
～

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
関
わ
る
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70
％
の
方
が
医
療
・
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決

め
た
り
、
望
み
を
人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
が
望
む
医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
に
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い

る
こ
と
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
医
療
・
ケ
ア
を
望
む
か
を
自
分
自
身
で
前
も
っ
て
考
え
、

周
囲
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
等
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
共
有
す
る
取
組

み
を
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
A
C
P
）」
と
称
し
普
及
・
啓
発
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
馴
染
み
や
す
い
言
葉
と
な
る
よ
う
「
人
生
会
議
」
と
し
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

話
し
合
っ
た
内
容
を
書
い
た
も
の
は
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
（
事
前
指
示
書
）
と
呼
ば

れ
、
万
が
一
の
と
き
の
治
療
や
ケ
ア
の
判
断
の
重
要
な
助
け
と
な
り
ま
す
。
2
0
1
9

年
5
月
に
松
本
市
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ル
（
事
前
指
示
書
）
が
公
開
さ
れ
、
様
式
や

手
引
き
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
厚
労
省
　
人
生
会
議 

も
し

く
は 

松
本
市
医
師
会
　
A
C
P 

で
検
索
、
も
し
く

は
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�
話
し
合
い
を
す
る
際
は
、
本
人
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
、

か
か
り
つ
け
医
等
か
ら
本
人
や
家
族
等
へ
適
切
な
情
報
の

提
供
と
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

��

※�

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
個
人
の

主
体
的
な
行
い
に
よ
っ
て
考
え
、

進
め
る
も
の
で
す
。
知
り
た
く

な
い
、
考
え
た
く
な
い
方
へ
の

十
分
な
配
慮
も
必
要
で
す
。

お問合せ　白馬南小学校　担当：宮坂、村田　電話：0261-75-2010

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

＜日本医師会ホームページ＞
　穏やかな終末を迎えるためにもリビングウィルの作成を
　https://www.med.or.jp/nichiionline/article/005109.html
　生命倫理懇談会�答申�「超高齢社会と終末期医療」
　http://www.med.or.jp/doctor/nichii/morals/
＜厚生労働省ホームページ＞
　人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン
　https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000197665.html
　「人生会議」してみませんか
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html
＜松本市医師会ホームページ＞
　私のリビングウイル（事前指示書）
　http://www.matsu-med.or.jp/livingwill/
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高
齢
者
予
防
接
種
の
ご
案
内

〇
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ

て
お
こ
る
病
気
で
、
主
な
症
状
と
し
て
、
高
熱
・

頭
痛
・
筋
肉
痛
・
全
身
倦
怠
感
・
喉
の
痛
み
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
風
邪
と
比
べ
症
状

が
重
く
、
全
身
症
状
も
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
高
齢
者
が
罹
る
と
肺
炎
を
併
発
し
た

り
、
持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
村
で
は
、

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
こ
の
機
会

に
予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
接
種
期
間
】

　
令
和
元
年
10
月
1
日
～
令
和
2
年
1
月
31
日

【
接
種
回
数
】　
１
回
　

【
費
　
　
用
】

　�

自
己
負
担
1
，
2
0
0
円
　
　
接
種
を
受
け

る
際
に
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
①�

白
馬
村
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

　
　�（
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）

　
②��

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
呼
吸

器
機
能
・
心
臓
機
能
・
肝
機
能
障
が
い

の
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
を
お
持
ち
の

方
、
1
級
に
相
当
す
る
方

【
接
種
方
法
】

　�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、

希
望
者
は
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

○
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
3
位
で
あ
り
、

死
亡
者
の
95
％
以
上
が
、
65
歳
以
上
の
方
で
す
。

肺
炎
で
一
番
多
い
病
原
菌
は
肺
炎
球
菌
で
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
と
、
肺

炎
の
予
防
や
肺
炎
に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で

す
む
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
接
種
期
間
】

　
令
和
元
年
6
月
1
日
～
令
和
2
年
3
月
31
日

【
接
種
回
数
】　
１
回
　

【
費
　
　
用
】

　�

自
己
負
担
2
，
0
0
0
円
　
予
防
接
種
を
受

け
る
際
に
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
令
和
元
年
度
の
接
種
対
象
者
】

　
※�

対
象
に
な
る
方
に
は
5
月
下
旬
に
個
別
通

知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
①��

今
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
1
0
0
歳
と
な
る
方

　
②��

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
、
心
臓
、

腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
者
及
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
者

　
※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　�

　
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
、
令
和
元

年
度
接
種
年
齢
以
外
の
方
は
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
全
額
自
己
負
担
で
あ
れ
ば

接
種
可
能
で
す
。

　
　�

　
ま
た
、
前
回
の
接
種
か
ら
5
年
以
内
に

再
度
接
種
を
受
け
た
場
合
、
副
反
応
が
強

く
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
接
種
方
法
】

　�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、

希
望
者
は
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
※�

肺
炎
球
菌
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
場
合
は
、
1
週
間

以
上
の
間
隔
を
空
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　健康づくり係　電話：0261-85-0713

申請に係るお問合せ　白馬村役場健康福祉課　電話：0261-85-0713

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引

き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て

世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を

緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え

す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
購
入
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方

に
は
「
白
馬
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
購
入
引
換
券
交
付
申
請

書
」
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月

29
日
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
子
育
て
世
帯
に
つ

き
ま
し
て
は
引
換
券
を
お
送
り

し
て
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
平
成
31
年
1
月
2
日

以
降
白
馬
村
に
転
入
さ
れ
た
方

で
、
以
前
の
住
所
地
か
ら
購
入

引
換
券
が
送
ら
れ
て
き
て
い
て
、

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康

福
祉
課
ま
で
購
入
引
換
券
・
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
持
参

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
お
知
ら
せ
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♪
白
馬
村
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
い
ま
す
♪

村
で
は
食
育
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
か
ら
家

庭
、
個
人
に
対
し
、
食
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
活
か
し

た
講
習
や
実
習
等
様
々
な
食
育
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ

け
る
『
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
募
集
し
ま
す
。
食
に
興

味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、

大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
応
募
要
件
　

・�

白
馬
村
食
育
推
進
計
画
の
趣
旨
、
並

び
に
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に

つ
い
て
理
解
、
賛
同
し
、
地
域
に
お

い
て
食
育
活
動
を
実
践
で
き
る
者
、

も
し
く
は
団
体

・�
そ
の
他
、
食
育
推
進
の
観
点
か
ら
村

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
者
、
も
し

く
は
団
体

◆
登
録
方
法
　

①�

役
場
　
健
康
福
祉
課
に
あ
る
「
登
録

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い

　�（「
登
録
申
請
書
」
は
白
馬
村
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

②�

登
録
証
の
交
付
を
も
っ
て
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
完
了
！
活
動
要
請
が
あ
り
ま
し
た
ら
日
程
等
を
ご

案
内
し
、
食
育
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

◆
お
も
な
活
動
内
容
　

・�

お
年
寄
り
世
帯
に
年
３
回
届
け
る
季
節
の
お
弁
当
づ
く

り
・�

お
や
き
、
や
し
ょ
う
ま
等
の
郷
土
料
理
を
作
り
子
ど
も

た
ち
へ
伝
え
る

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
講
習
会

　
ま
た
、「
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
た
い
！
」
等
の
ご
依
頼
も
随
時
受
付
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
　
白
馬
村
役
場
　
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務

局
　
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
☆

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　食育ボランティア事務局　電話：0261-85-0713

　
長
野
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅

力
と
楽
し
さ
を
実
感
し
、
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

長
野
県
内
77
市
町
村
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
白
馬
村
で
は
、
社
会
福
祉
大
会
に
併
せ
て
次

の
と
お
り
ボ
ッ
チ
ャ
等
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
11
月
24
日
（
日
曜
日
）

　
　
　
午
後
0
時
30
分
か
ら

　
　
　
午
後
2
時
30
分
ま
で

会
場
：�

白
馬
村
多
目
的
研
修
集
会
施
設�

多
目
的

ホ
ー
ル

内
容
：�

ボ
ッ
チ
ャ
等
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

備
考
：
上
履
き
を
ご
持
参
下
さ
い
。

＊�

同
日
の
10
時
か
ら
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

夏
目
堅
司
さ
ん
の
講
演
や
、
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ふ
る
ま
い
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　・パラスポーツ体験会　白馬村教育委員会事務局 生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726
　　　　　・白馬村社会福祉大会　白馬村社会福祉協議会　電話：0261-72-7230

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
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白 馬 

高 校 

今年度の観光英語の授業では、昨年度に引き続き、４月１８日に好天の

中、地獄谷野猿公苑、小布施、善光寺へのフィールドワーク、６月７日に

は雨天の中、大王わさび農場、松本城、縄手通り、中町通りにフィールド

ワークに行ってきました。今年度も、本校では「高校生ホテル」が行われ

る予定であり、その場での英語ガイド技術を身につける、そして何よりも

地元の観光資源に対する知見を得るため、大変実りの多い現地実習にな

ったと思います。２回とも地元の旅館を営む丸山俊郎先生と白馬山麓ツ

アーズのガイドの方にお世話になりました。実際の英語ガイドの方から

直接指導していただけるというのはなかなかできない経験であり、地域

に支えられて教育活動を行っている白馬高校ならではの学びであると思

います。 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

 

令和元年 7月 8日 

（第 153 号） 

 

TEL 0261(72)2034(代表)  

http://www.nagano-c.ed.jp/hakubahs/ 

 

パタゴニア 辻井隆行氏講演会【4月23日】 

ウィング２１でグローバル講演会が行われました。

過去には、上村愛子さん、岡田武史さん等著名人の

方に講演をしていただき、まさに多方面にわたる生

きた授業の一環です。今回は講師にパタゴニア日本

支社長である辻井隆行さんをお迎えして地球環境

についてご講演いただきました。 

 観光英語 フィールドワーク【4月18日・6月7日】 

善光寺 

 

 

その後、POW(Protect Our Winters)の高田翔太郎さんとともに、

本校代表生徒を交え、生徒たちの質問をもとにディスカッションを

していただきました。1992 年当時、耕地面積で地球上のたった

1%に過ぎないコットン栽培のためだけに、全世界で使われている

殺虫剤の 4 分の 1 が使われていたという驚きの事実のお話や、現

状のゴミ問題、そこからつながる現在の地球温暖化の具体的なグラ

フを目の当たりにした生徒たちは大変驚いていました。環境につい

て深く考えさせられた講演会となりました。 
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 登山道は冬を越え、倒木や雪解け水の流れなどによって荒れてい

ます。道に落ちている木の枝をどけたり、道にたまった水を抜く

ための溝を掘ったりしながら、まだ雪の残る白馬乗鞍岳へと登り

ました。その後は天狗原にて木道でのロープ張りも行いました。

自分たちの手で、安全で快適な登山のための環境づくりを行う、

貴重な経験となりました。 

 

実習に参加する生徒および実習先の企業の代表者並びに学校

関係者の三者で、デュアル実習協定書の調印式が開催されま

した。デュアルシステムとは学校の授業を受けながら、仕事

のトレーニングをすることで、仕事に対する意欲や意識が高

められたり、AO入試等で実際の体験談として自己PRの際

に自信を深められるなどの利点があります。 

＜本年度の実習先企業＞ 

・白馬観光開発株式会社 

・白馬東急ホテル 

・株式会社シェラリゾートホテルズ 

・パタゴニア白馬店 

 

 

春季クラスマッチ【5月 30日】 

小谷山案内人組合にご協力いただき、栂池自然園か

ら白馬乗鞍岳までの登山道整備のお手伝いをさせて

いただきました。梅雨の荒天により、予定より１日

延期しての実施となりましたが、当日は天気に恵ま

れ、遠くに八ヶ岳や妙高山を見ながらの実習となり

ました。 

調印式の様子 

山岳基礎 登山道整備実習【6月 25日】 

 

デュアル実習協定書調印式【6月 17日】 

春季クラスマッチが開催されました。好天の中、男子

はソフトボール競技、女子はバレーボール競技を行い

ました。 

どの競技でも熱戦が繰り広げられ、クラスの団結力を高めるよ

い機会となりました。また、大きな怪我等もなく無事終えること

が出来ました。 

鍬を使い、水の流れる溝を掘りました。 

白馬乗鞍岳山頂 
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図書館だより
No.215

令和元年10月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

月 火 水 木 金 土 日
10月21日 10月22日 10月23日 10月24日 10月25日 10月26日 10月27日
10月28日 10月29日 10月30日 10月31日 11月  1日 11月  2日 11月  3日
11月  4日 11月  5日 11月  6日 11月  7日 11月  8日 11月  9日 11月10日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

ダイナソー・アース　ＥＰ.１ ダイナソー・アース　ＥＰ.２
ひつじのショーン スペシャル ハローキティとあそぼう！まなぼう！　いろいろなおとをならそう！
ハローキティとあそぼう！まなぼう！　パジャマをきよう、はをみがこう

【 ＤＶＤ 】

ＤＶＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます。（図書とあわせて一人１０点まで）
お借りになりたい作品と、図書館の利用者カードをカウンターまでお持ちください。

書　　名 著者名
光に向かって這っていけ　核なき世界を追い求めて サーロー節子
道の駅ナビ　2020全国版　全1150駅最新主要データ完全収録
ゼロから始める外国人雇用実務ガイド　在留資格取得から労務管理まで 佐藤　正巳
子どもをインターナショナルスクールに入れたいと思ったときに読む本 平田　久子
図解「ペダルの踏み間違い」はこれで防ぐ 高齢者安全運転支援研究会〔監修〕
ラグビー語辞典　ラグビーにまつわる言葉を
イラストと豆知識を使いノーサイドの精神で読み解く 斉藤　健仁
世界文学アンソロジー　いまからはじめる 秋草　俊一郎〔編〕
氷獄 海堂　尊
わたしのいるところ ジュンパ・ラヒリ
信州後世に遺したい歌５０選 鹿島 岳水

【 一般・郷土 】

おかたづけバストリオ
／新井 洋行〔作〕

こんなとききみならどうする？
／五味 太郎〔作〕

うちに帰りたくないときに
よむ本
／北原明日香〔絵〕

ハロウィンゴーゴー！
／中垣ゆたか〔作〕

おかたづけバス３台が発車！いろい
ろなものをのせて、さて、どこへいく
のでしょうか？

人生に正解はない！？答えにまよう
「選択肢」がたくさん出てくる絵本。

うちに帰りたくないぼくとあい
つに、はなしかけてきた、おせっ
かいなおばさんは・・・？

イタズラずきのふたごは、家じゅ
うにあるものを使って、まじょ
に大へんしん！！町にとびだし
た！

書　　名 著者名
よのなかルールブック　メシが食える大人になる！ 高濱　正伸〔監修〕
はたらく細胞人体のふしぎ図鑑　からだのしくみを学べる！ 講談社〔編〕
よくわかるVR　何ができる？社会はどう変わる？ 舘 暲〔監修〕
貸出禁止の本をすくえ！ アラン・グラッツ

【 児童書・絵本 】

ご家庭のパソコンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

！インターネットおよび館内検索用パソコンからの予約をされるかたは、最初に、「新規パスワード登録」の画面上の
案内にしたがって、手続きしてください。詳しくは、図書館へお問合せください。

―新着案内―
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1 0～ 1 1月　保健ガイド

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

10月23日(水) 2歳歯科検診 13:15～13:30 2017年6月～9月生
11月  8日(金) 2歳相談 9:15～9:30 2017年8月～9月生
11月12日(火) 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 2019年9月生
11月19日(火) よちよち相談 9:30～9:45 2018年6月～7月生
11月20日(水) 3歳健診 13:00～13:15 2016年9月～10月生
11月27日(水) 乳児健診 9:15～9:30 2019年6月生・2018年12月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

10月25日(金) 乳幼児予防接種 13:00～13:30
個別にご案内しています。11月7日(木) 乳幼児予防接種 13:00～13:30

11月22日(金) 乳幼児予防接種 13:00～13:30

毎週月・金・日曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日
2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

月　日 行事名 対　象 開始時間

10月24日（木）
タッチケア　※詳しくは、支援ルームへお問合せください

2.3歳児
10:30～

おいしいものたべよの日 11:20～
10月28日（月）ミニコンサート “音喜楽 Boys” 支援ルーム利用の親子 10:30～

11月11日（月） ホーボーズパペットシアター　人形劇観劇会② 「おだんごパンがこ～ろころ」
※詳しくは、支援ルームへお問合せください 支援ルーム利用の親子 10:30～

11月13日（水）
マタニティー教室② 妊婦・夫 10:00～
お昼会 0歳児 11:00～

11月14日（木） おいしいものたべよの日 2.3歳児 11:20～
11月18日（月） おはなし会 11:00～
11月19日（火） おいしいものたべよの日 1歳児 11:20～
11月25日（月） 月曜育児相談 10:30～

16日から翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 ご予約・お問合せ先

11月13日（水） 13：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階ボランティアルーム 小池　正喜　弁護士 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

12月10日（火） 13：00～16：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯　　　科 白馬村内薬局当番店

10月22日 火 栗田医院 伊東医院 あづみ病院 金子歯科医院 大町市 （0261）23-2200 太田薬局

10月27日 日 神城醫院 柿下クリニック 太田医院 丸山歯科クリニック 松川村 （0261）62-0648 フジノヤ薬局

11月  3日 日 小谷村診療所 遠藤内科医院 松本クリニック いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880

11月  4日 月 白馬診療所 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 近藤医院 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局

11月10日 日 しんたにクリニック 菊地クリニック あづみ病院 にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 フジノヤ薬局

11月17日 日 横沢医院 小野医院 吉村医院 あづみ病院 池田町 （0261）61-1168 白馬アップル薬局

11月23日 土 栗田医院 平林医院 はーぶの里診療所 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 太田薬局

11月24日 日 神城醫院 横澤内科医院 平林メンタルクリニック きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 フジノヤ薬局
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人口：8,671 人　男：4,342 人　女：4,329 人　3,971 世帯
（令和元年 10 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記

今年は神城断層地震が発生してから５年目となります。この５年の間にも、各地で大きな災害が発生しており、非常
事態はいつでも起こりうると多くの人が感じているのではないかと思います。10月5日の地震総合防災訓練では、各種
訓練のほかに、防災用品のデモンストレーションや災害用伝言ダイヤルの体験も実施されました。知識ではなく体験と
して知っていることで、有事の際に慌てず行動できると思いますので、今回参加できなかった方も、次回ご参加いただ
ければ幸いです。
� （広報編集委員：太田）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

県大会で訓練の成果を披露

第37回静岡県消防操法大会が9月8日、焼津市で
行われ、河津町消防団第2分団（見高浜・長野）が
ポンプ車操法の部に出場しました。出場した選手
たちは、6月に行われた賀茂支部消防操法大会の訓
練と合わせて約40日間にわたり訓練を重ねました。
大会では、ポンプ車操法の部で県内10支部が訓練
の成果を披露し、3番員土屋友

ともき
樹さん＝長野＝が最

優秀選手賞に輝きました。

成人式

8月16日（金）、ホテルホリスティックリゾート
において、成人式が行われました。
夏季開催は、今年で3回目となりますが、事務
局では軽装での参加を呼び掛けており、男性９名、
女性8名の合計17名の新成人が、ワイシャツやブ
ラウスなどの涼しげな装いで出席しました。
式典終了後は歓談や記念撮影に興じるなど、旧
友との再会を喜んでいました。

練習の成果を披露する第2分団団員
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